
此
成
を
勝
太
夫
に
も
よ
く
御
合
邸
の
様
に
御
巾
可
有
之
候
。
老
夫
七

十
に
倣
り
、
ゃ
う
/
¥
合
鋭
い
た
し
候
都
を
、
な
に
の
乎
聞
も
い
ら

可
観
小
殻
怨
廿
七

と
は
い
ふ
な
り
。
初
子
入
ν
井
を
見
て
依
何
回
制
限
の
心
設
す
。
我
も
い

づ
れ
よ
り
唆
す
と
い
ふ
都
を
し
ら
宇
、
不
v
mA
し

τ
殻
す
る
に
非
十

や
。
先
天
命
の
常
陀
賦
し
て
あ
る
を
知
ペ
し
。
老
夫
も
近
頃
此
底
を

親
切
に
究
申
候
。
勝
太
夫
肢
は
最
前
の
稔
と
被
仰
候
尚
。
い
ま
だ
と

〈
と
仰
合
船
不
被
成
や
と
存
候
。
と
か

t
人
物
北
ハ
陀
祁
陀
化
育
流
行

の
中
に
あ
る
故
陀
、
忠
孝
仁
談
得
の
心
常
K
ほ
ろ
び
ゃ
。
不
忠
不
孝

の
人
も
、
不
忠
不
4
4
を
は
づ
る
心
あ
る
に
て
し
る
べ
し
。
共
故
人
の

忠
を
し
孝
を
す
る
も
、
指
の
制
品
、
品
川
の
附
と
同
じ
事
と
は
い
ふ
友
り
。

ん
ぜ
宇
、
せ
よ
と
い
は
ぬ
ば
か
り
の
も
の
は
、
忠
に
も
不
限
孝
も
同

都
、
孝
陀
も
不
限
忠
も
同
事
な
り
。
発
本
原
一
一
挫
の
所
と
し
る
べ
し
。

則
是
よ
り
忠
を
さ
せ
、
先
よ
り
孝
を
さ
す
る
税
陀
所
位
以
憤
然
-
の
放

と
い
ふ
。
常
に
賦
し
て
あ
る
事
を
し
る
べ
し
。

Mm
ば
性
あ
れ
ば
命
も

は
な
れ
十
あ
る
放
に
、
性
命
と
は
い
ふ
な
り
。
共
忠
孝
を
せ
ね
は
安

り
心
得
候
て
、
常
住
天
よ
り
賦
し
て
あ
る
事
を
し
ら
宇
。
，父
に
孝
、

君
陀
忠
を
つ
と
む
る
は
性
な
り
。
人
心
陀
自
然
と
忠
孝
を
せ
ね
ば
安

ん
ぜ
宇
、
せ
よ
と
い
は
ぬ
ば
か
り
の
物
あ
る
を
知
る
ペ
し
。
赴
を
命

党
候
と
脊
候
。
と
か
〈
千
乗
を
方
百
旦
と
申
て
は
、
算
期
合
不
申
候
。

方
百
mm-者
十
と
不
巾
候
て
は
済
不
巾
候
。
孟
子
山
拙
任
十
の
一
と
申
候

は
、
方
年
長
の
十
分
}
は
方
百
墨
と
、
ふ
と
朱
干
御
心
得
被
成
候
や
。

五
O
九

元
に
居
陀
て
も
不
居
候
て
も
、
扱
谷
川
県
之
那
と
訂
供
。

一
、
千
乗
の
設
、
小
寺
殿
よ
り
共
元
へ
被
遺
候
由
に
候
問
、
可
有
御

一
、
伊
藤
痛
も
此
川
上
京
、

逗
て
家
裂
も
京
へ
引
越
可
巾
由
。
多
一
年

拠
地
陀
罷
在
仕
官
を
箆
候
所
、
可
潟
残
念
候
。
佃
活
態
の
箆
陀
は北ハ

御
舟
可
有
之
候
。

て
令
都
T

子
文
の
背
中
、
御
疑
問
朱
書
い
た
し
進
候
。
と
か
く
義
理
は

品
川
若
せ
ね
ば
っ
か
へ
巾
物
K
て
候
。
先
頃
御
越
候
五
獄
石
詑
も
、
少

々
改
候
て
逃
候
。
品
目
殿
文
章
殊
外
増
逃
候
秘
に
杯
、
珍
京
不
過
之
候
。

一
、
立
殿
此
間
格
別
息
災
民
被
成
候
曲
被
巾
越
、
さ
て
/
¥
老
境
の

大
出
品
不
遇
之
候
。
調
御
撤
養
砕
一
陀
存
候
。
外
の
養
生
は
気
遣
無
之

候
。
只
陀
精
U

刊
を
愛
護
し
て
惜
肘
時
間
せ
さ
る
秘
陀
せ
ら
る
ベ
〈
候
。
徐

り
酎
棋
を
つ
め
候
へ
ば
、
不
先
制
問
的
軌
を
損
じ
巾
物
陀
て
御
座
候
。
老
夫

も
党
有
之
候
。

宇
御
合
獣
被
成
候
は
、
自
得
と
は
深
浅
泣
可
申
候
得
北
ハ
、
先
は
端
を

開
可
申
候
。
是
よ
り
御
紗
認
被
成
候
は
ピ
、
次
第
陀
其
味
深
長
な
る
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